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脂肪湘1に對する放電作用の研究は相常に古 くより始ゆられ て居 り,殊にボル トール湘の製遥
に關 して和蘭,獨逸に於いて前大戰當時既に工彙化 も進められて居るのである.が,共の理論的
研究に就ては殆ん どなく周波數について も唯 削こ[的に500～が最適周波數な りとして.用ひら
れ て居る.かの感が深い・ 著者は放電の糊波數幸商めたな らば反鷹に對する作用は遙かに顯著
となるであらうと豫想し,.大豆油,棉 實油,#drili,及び鑛油1τ對 して超高周波最光放電X47
ひtt.
簀 驗 襲 置
第1岡 は實驗に用ひたる趨高周波發振囘路に してこの囘路 にて7.00x1〔Y～の超高1'.1.波を得
た り.・ 一
高周波電壓は高壓眞寮管電壓計*によ り測定 し,電流 は反etcPaの極 く近 くに直列に高周波電
流測定用電球 を入れて測定 し左 鉱 ・
肖 RT-3郎×2
～ 「 も;⊇ 強 鋼22冷管 ヲ水
袷 ニ シテ川 フ
フ{ラメ ン トノ レワ











反應管 は第2鬪 の如 き竜の をテ レヅク スにて作 りた る最 も簡 單な る もの に して,典 の效率 に
つい 七は最上 の もの にはあ らざる も反應の様子 を翻べ る上 には便利 な り.電 極 の颪積 は400
mm"'.にして20mmを 距 てL對 置 しあ り・材 料はFe,Ni,及びFe-Cr合 金等 を用ふ・
甲 無 線 養料,7.管,4跳6頁 ・
噂
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賢 輪
試纏油を:先づ反應管に入れ3.油 の上面が電極下端の1糎 下の とき油量は丁度50c,c.なり.
装置内及び池内の室氣及び含打ガスを充分 にポンプにて引きて遉出す.fitc反應管の底部 よ
り硫酸にて脱水 したるH,を 通 じ,油を攪拌 し同時に油 を電極而に飛散 さす.電 極表面は放
電声常に油膜にて被はれる様1ζ水素の量を加減す.こ の場合放電骨内のlnk力は大體10mmHg
の'とき敢電は安定 し,又油の飛散欺態 も最良な り.
次 に放電時に於ける油の温度は放電開始堪鋒5分 ～10分にて120。C近く上昇 し,大體實驗









o. 0.5哮問 1時間 1.5時開 su6h9 .3時冏
分 子 猷 sss.U 101b.9 1182、3 1ｰ:37a 2094.4
凝 問 點 一79C 一3ｰC 一ｰ.GｰC 一10C tlｰL
沃 粟 偵 131.9 iS9.6 11R.R uss ユ11.3
粘 度 係 敏 98.0 36.0 46.ti i1.h 58.9 817.0
比 濁 慶 14,0 13.0 11.0 14.2 i7.a 97.fi




性 航 0. O.b時澗 1時冏 1.5時間 2時間 3時間
分 子 録 9胃4.9 1145.3 76.46.7 qrs... zsocs
・凝 瞬 點 一EOｰC 一16ｰC 一12ｰC };;ｰC 十3。C
沃 素 價 7H.U 一 〇1.3 137.1 84.1 so.a
粘 度 係 教 :S3.f as.o sis IY:S.S ｰ80.0
比 濁 度 4.1 8.ｰ 18.0 ic.o 33a
第 三 衷 大 豆 浪
遡… 歌
放電時間 o. 0.罅岡 1時間 1.5時瑚12哮 問
1
覧
分 子 量 953.7 1"A8.0 13s6、3 1嬲L4 2206,0
巳
凝 嗣 黠 一10ｰC 一70C 一1ｰc 一 〇,bｰC 十9.5ｰC
沃 素 價 12L9 usa ios.o 101,5 10.0
粘 度 係 欺 ias 38.5 1848 1490.0
比 濁 度 s.c 9.6 ais 43.0 37.4
























































賢 驗 考 察
放電による諸性1伏の變化趺態 を見るrら殊に粘度及び比濁度の測定結果は500～の放電結果
と畭程趣を異にしてゐるのである,超 高周波1.こ於ては詁度 と1ヒ濁.度とが殆んど並行 して上鼻
してゐる事 よn,釉 度と比濁度と因果關係があるのではないかと思はれる.




ィツシ昌"が 粘度指数を高める一つの原因であることも同時Kへ られ る.次に放電 に使
















即ちzの 結果 より見 るも超高周波放電による方が 遙かに能率 よく重合取應が行はれる事が
分る.
機 構
放電に於ける反慰の機椦としては脱水素,水素添加,O,解 重合の4段 階が行はれ るとす
'
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る設 を麦持するのである.又 本寅驗だけで複雑な脂肪酸の グリセリ冖ドの如き試材の反應機
構 を云 々す るのはおこがましい次第であるが,E,Elchwald*は脂魴酸のグ リセリー ドの電氣
重合法1こよる重合はグリセ リンの部分は重合に興つてゐないと述べ、實臨的にはグ リセリンを
數 口間放電處理するも粘度の上昇を殆ん ど認めtゐ ないのである.し かし薯者は之i.こ對し.グ
リセ リン(武田,extrlpure)を100×1併～ にて脂肪酸グ リセリー ドと同様條件にて放電塵理
した.るに放電2時 闇にで7.15悋の粘度上昇 を測定 したのである・ そこ.で周波數のかsる 高い
放電にては低周波にては得 られざる グリセ リンの部分の重合を拌ふ爲めIC反應が速かに行は
れる.と同時に低JSi波にては得らttざる高度の重合 を得 るのではないかと考へたのである.'
筆者は 東京芝浦電氣株式會祗電子工業研究所長 濱由威徳氏並 群に西堀榮三郎博士,'太田芳
雄學士に對し終始御懇篤なる御指導 と御鞭撻下され し事 を篤 く感謝 し,併せて 本稿發表に光
立ち御閲覽を給は りたる堀揚先生に深甚の謝意を表す ものな り・
東 京芝浦篭氣株式愈靴 ら
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